
◆
１
９
１
４
〜
１
９
４
５
年

民
間
助
成
財
団
の
始
ま
り

財
団
法
人
助
成
財
団
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個

人
や
団
体
が
行
な
う
研
究
や
事
業
に
対
す
る

資
金
の
提
供
、
学
生
、
留
学
生
に
対
す
る
奨

学
金
の
支
給
、
個
人
や
団
体
の
優
れ
た
業
績

の
表
彰
や
賞
金
等
の
贈
呈
の
い
ず
れ
か
の
活

動
を
行
な
う
団
体
を
助
成
財
団
と
定
義
し
て

い
る
。

わ
が
国
で
民
法
に
基
づ
く
本
格
的
な
民
間

助
成
財
団
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
ノ
リ
タ
ケ

ブ
ラ
ン
ド
で
世
界
の
陶
器
王
と
い
わ
れ
た
森

村
市
左
衛
門
が
、
１
９
１
４
年
に
許
可
を
受

け
た
森
村
豊
明
会
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
日

で
も
東
京
都
所
管
の
公
益
法
人
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。

そ
の
後
、
財
閥
や
資
産
家
が
助
成
財
団
を

設
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
特
筆
大
書

さ
れ
る
べ
き
財
団
が
、
セ
イ
コ
ー
ブ
ラ
ン
ド

の
創
始
者
服
部
金
太
郎
が
古
希
を
記
念
し
て

30
年
に
設
立
し
た
服
部
報
公
会
で
あ
る
。
多

く
の
助
成
財
団
が
太
平
洋
戦
争
後
の
混
乱
で

消
滅
し
て
い
っ
た
な
か
で
、
服
部
報
公
会
は

終
戦
直
後
の
45
年
10
月
に
選
考
委
員
会
を
開

催
し
、
報
公
賞
を
贈
呈
し
て
お
り
、
そ
の
後

も
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
今
日
ま
で
活
動
を

継
続
し
て
い
る
。

現
在
の
わ
が
国
で
は
企
業
が
周
年
事
業
等

で
設
立
す
る
助
成
財
団
が
多
い
が
、
そ
の
嚆こ

う

矢し

と
な
っ
た
の
が
旭
硝
子
財
団
で
あ
ろ
う
。

旭
硝
子
株
式
会
社
設
立
25
周
年
を
記
念
し
て

34
年
に
認
可
設
立
さ
れ
た
の
が
、
今
日
の
旭

硝
子
財
団
の
前
身
、
旭
化
学
工
業
奨
励
会
で

あ
る
。

太
平
洋
戦
争
前
か
ら
存
続
す
る
企
業
財
団

と
し
て
は
、
東
電
記
念
科
学
技
術
研
究
所
、

東
京
海
上
各
務

か

が

み

記
念
財
団
な
ど
が
あ
る
。
東

電
科
学
技
術
研
究
所
の
前
身
、
東
電
電
気
実

験
所
は
東
京
電
燈
（
現
東
京
電
力
）
50
周
年

を
記
念
し
て
38
年
に
設
立
さ
れ
た
が
、
当
時

は
文
字
通
り
研
究
活
動
だ
け
を
行
な
っ
て
お

り
、
助
成
活
動
を
始
め
た
の
は
戦
後
で
あ
る
。

東
京
海
上
各
務
記
念
財
団
は
、
東
京
海
上

（
現
東
京
海
上
日
動
）
の
会
長
で
あ
っ
た
各
務

か

が

み

鎌
吉

け
ん
き
ち

の
遺
族
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
金
を
元
に
、

39
年
に
設
立
さ
れ
た
各
務
記
念
財
団
で
あ
っ

た
が
、
戦
後
運
営
が
厳
し
く
な
り
東
京
海
上

が
企
業
と
し
て
正
式
に
参
加
し
て
今
日
の
名

称
に
変
更
し
た
。

今
で
は
日
本
財
団
（
日
本
船
舶
振
興
会
）
の

支
援
を
受
け
て
研
究
助
成
を
行
な
っ
て
い
る

日
本
科
学
協
会
も
歴
史
が
古
い
。
そ
の
前
身

は
多
く
の
学
者
が
参
画
し
て
設
立
し
た
24
年

ほりうち せいたろう●1959年慶應義塾大
学卒業後、安田火災（現損保ジャパン）
入社。安田火災記念財団勤務時代に障害
者福祉にかかわる助成活動に携わり、退
職後の2001年6月、助成財団やNPO関係
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の
科
学
知
識
普
及
会
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
１
９
４
５
〜
１
９
７
０
年

福
祉
・
人
材
育
成
か
ら
科
学
研
究
助
成
へ

民
法
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
助
成
財
団

は
、
主
務
官
庁
の
指
導
監
督
の
も
と
で
運
営

さ
れ
る
関
係
で
、
活
動
範
囲
が
特
定
の
分
野

に
制
限
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
各
分
野
に
わ
た

る
総
合
的
な
活
動
を
行
な
う
助
成
財
団
も
存

在
す
る
が
、
そ
の
比
率
は
極
め
て
少
な
い
。

し
た
が
っ
て
助
成
財
団
設
立
の
時
期
と
、
そ

の
事
業
内
容
を
調
べ
て
み
る
と
、
当
時
の
わ

が
国
が
何
を
求
め
て
い
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。

助
成
財
団
の
設
立
は
、
そ
の
時
代
の
特
徴
を

色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

１
９
４
５
年
、
わ
が
国
は
敗
戦
を
迎
え
た
。

国
内
は
焦
土
と
化
し
、
狭
い
本
土
は
外
地
か

ら
の
復
員
兵
や
引
揚
者
で
あ
ふ
れ
た
。
住
宅

は
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
食
料
に
も
事
欠
く
状

況
の
な
か
で
、
47
年
、
共
同
募
金
の
活
動
が

始
ま
っ
た
。
政
府
は
民
間
資
金
を
一
元
的
に

集
約
し
有
効
に
配
分
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
を
51
年
に
立

法
化
し
た
。
そ
の
影
響
で
福
祉
関
係
に
助
成

す
る
財
団
法
人
の
設
立
は
戦
後
20
年
ぐ
ら
い

ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
ず
、
今
日
で
も
福
祉

関
係
へ
の
寄
付
の
拡
散
を
防
ぐ
た
め
に
、
こ

の
種
の
活
動
を
行
な
う
財
団
法
人
に
対
す
る

特
定
公
益
増
進
法
人
（
公
益
法
人
等
の
う
ち
寄

附
金
控
除
等
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら

れ
る
法
人
）
へ
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。

純
粋
な
民
間
財
団
と
し
て
戦
後
最
初
に
動

き
始
め
た
の
は
、
明
日
の
日
本
を
担
う
優
秀

な
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
奨
学
育
英
財
団

で
あ
る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
50
年
に

ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
初
代
社
長
山
岡
孫
吉

が
私
財
を
投
じ
て
設
立
し
た
山
岡
育
英
会
や
、

53
年
設
立
の
三
菱
信
託
山
室
記
念
奨
学
財
団

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
奨
学
育
英
関
係
で
は

な
い
が
、
新
聞
社
系
の
財
団
も
こ
の
こ
ろ
相

次
い
で
設
立
さ
れ
て
い
る
。

敗
戦
後
10
年
を
過
ぎ
る
と
、
狭
い
国
土
に

多
く
の
人
口
を
抱
え
る
わ
が
国
の
発
展
は
科

学
立
国
に
あ
り
と
し
て
科
学
研
究
助
成
財
団

の
設
立
が
目
立
っ
て
く
る
。
59
年
に
は
日
本

の
製
紙
王
、
藤
原
銀
次
郎
が
設
立
し
た
藤
原

科
学
財
団
、
企
業
系
で
は
60
年
の
東
レ
科
学

振
興
会
、
63
年
の
武
田
科
学
振
興
財
団
な
ど

で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
も
東
レ
科
学
振
興
会
は
、
当

時
文
部
省
の
科
学
研
究
費
が
18
億
円
の
時
代

に
１
億
円
の
研
究
助
成
を
行
な
っ
て
お
り
、

試
験
研
究
法
人
（
現
在
の
特
定
公
益
増
進
法

人
）
制
度
適
用
の
第
１
号
と
な
っ
た
。

◆
１
９
７
０
年
〜
現
在

財
団
の
多
様
化
と
国
際
化

70
年
前
後
か
ら
企
業
に
よ
る
財
団
設
立
が

活
発
に
な
っ
て
く
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
三

菱
グ
ル
ー
プ
が
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
設

立
し
た
三
菱
財
団
は
、
研
究
助
成
と
社
会
福

祉
助
成
を
行
な
う
文
部
省
と
厚
生
省
共
管
の

複
合
大
型
財
団
で
あ
っ
た
。
74
年
設
立
の
ト

ヨ
タ
財
団
は
フ
ォ
ー
ド
財
団
に
範
を
と
り
、

わ
が
国
で
初
め
て
本
格
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ

フ
ィ
サ
ー
制
度
を
導
入
し
、
広
い
視
野
に
基

づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
選
考
審
査
で
、

助
成
効
果
を
高
め
て
い
る
。

70
年
代
も
後
半
に
な
る
と
、
福
祉
関
係
の

助
成
財
団
の
新
設
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
な
か
で
も
74
年
設
立
の
社
会
福
祉
法
人

丸
紅
基
金
は
設
立
以
来
、
今
日
ま
で
毎
年
１

億
円
の
助
成
を
継
続
し
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。
環
境
問
題
に
特
化
し
た
助
成
財
団
と

し
て
は
73
年
の
鉄
鋼
業
環
境
保
全
技
術
開
発

基
金
、
74
年
の
と
う
き
ゅ
う
環
境
浄
化
財
団

が
挙
げ
ら
れ
る
。
80
年
代
に
な
る
と
、
79
年

設
立
の
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
を
は
じ
め
、

芸
術
文
化
活
動
へ
の
助
成
財
団
が
設
立
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

公
営
競
技
か
ら
生
じ
た
益
金
で
助
成
す
る
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仕
組
み
と
し
て
設
立
さ
れ
た
助
成
財
団
と
し

て
は
、
62
年
の
日
本
財
団
が
あ
る
。
69
年
の

中
央
競
馬
馬
主
福
祉
財
団
、
75
年
に
車
両
競

技
公
益
記
念
資
金
財
団
が
大
き
な
資
金
で
活

動
を
開
始
し
て
い
る
。
特
に
日
本
財
団
は
独

自
で
助
成
活
動
を
行
な
う
だ
け
で
な
く
、
そ

の
資
金
で
新
た
に
笹
川
平
和
財
団
、
東
京
財

団
な
ど
多
く
の
助
成
財
団
を
設
立
し
、
海
外

へ
も
助
成
活
動
を
広
げ
て
い
る
。

国
際
関
係
の
助
成
財
団
で
際
立
つ
の
が
表

彰
の
分
野
で
あ
る
。
わ
が
国
が
誇
る
国
際
賞

に
は
、
82
年
設
立
の
国
際
科
学
技
術
財
団
の

「
日
本
国
際
賞
」、
84
年
設
立
の
稲
盛
財
団
の

「
京
都
賞
」、
財
団
の
設
立
は
古
い
が
92
年
よ

り
開
始
し
た
旭
硝
子
財
団
の
「
ブ
ル
ー
プ
ラ

ネ
ッ
ト
賞
」
の
３
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
副

賞
は
５
０
０
０
万
円
と
高
額
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
顕
彰
に
比
べ
る
と
、
国
際
的
な
活
動
に

対
す
る
助
成
財
団
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

わ
が
国
の
経
済
力
を
考
え
れ
ば
、
今
後
多
く

の
国
際
的
な
支
援
を
行
な
う
助
成
財
団
の
誕

生
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

経
済
力
に
比
べ
、
規
模
の
小
さ
さ
が

目
立
つ
日
本
の
助
成
財
団

日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
崩
壊
は
、
助
成
財
団

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
し
か
し
な
が
ら

運
用
益
を
主
た
る
財
源
と
す
る
財
団
に
あ
っ

て
、
国
債
金
利
が
大
幅
に
下
落
す
る
な
か
で

助
成
金
額
が
そ
れ
ほ
ど
落
ち
込
ん
で
い
な
い

の
は
、
各
助
成
財
団
が
財
源
の
確
保
に
努
め

た
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

バ
ブ
ル
崩
壊
の
前
後
か
ら
活
発
に
な
っ
て

き
た
市
民
活
動
に
対
し
て
、
助
成
財
団
の
果

た
し
て
き
た
役
割
は
さ
さ
や
か
で
あ
っ
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
市
民
活
動
を
支
援
す
る
新
し

い
助
成
財
団
が
誕
生
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、

長
期
に
わ
た
る
超
低
金
利
の
影
響
で
、
財
団

の
新
設
が
事
実
上
停
止
し
た
か
ら
で
あ
る
。

資
産
残
高
約
３
兆
円
と
世
界
一
の
助
成
財

団
で
あ
る
「
ビ
ル
・
ア
ン
ド
・
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ

イ
ツ
財
団
」
に
、
全
米
第
２
の
富
豪
ウ
ォ
ー
レ

ン
・
バ
フ
ェ
ッ
ト
が
約
４
兆
円
（
３
７
０
億
ド

ル
）
を
寄
付
す
る
こ
と
が
大
き
な
話
題
に
な

っ
た
が
、
国
の
経
済
力
に
比
べ
る
と
わ
が
国

の
助
成
財
団
の
規
模
は
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
。

助
成
財
団
セ
ン
タ
ー
で
は
88
年
以
来
毎
年
、

助
成
財
団
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
き
た
。
２
０
０
５
年
度
の
調
査
で
明
ら

か
に
な
っ
た
04
年
度
の
助
成
実
績
で
は
、
年

間
５
０
０
万
円
以
上
助
成
し
て
い
る
財
団
が

６
４
５
、
助
成
金
額
合
計
４
９
５
億
円
、
資
産

総
額
は
１
兆
５
０
０
０
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

助
成
の
内
容
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
に
見
る
と
、

事
業
形
態
別
で
は
研
究
が
圧
倒
的
に
多
く
、

続
い
て
奨
学
金
関
係
に
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

ま
た
事
業
分
野
別
に
見
て
も
、
科
学
技
術
と

教
育
が
双
璧
で
医
療
・
保
健
の
倍
に
な
っ
て
い

る
（
図
２
）
。
こ
れ
を
助
成
金
額
で
補
足
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
大
胆
に
推
測
す
る
と
、

約
５
０
０
億
円
の
大
半
は
研
究
助
成
金
、
次

い
で
育
英
奨
学
金
が
３
割
程
度
、
残
る
１
０
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市民社会を
支える財団

特 集

０
億
円
足
ら
ず
が
福
祉
や
芸
術
文
化
、
環
境
、

市
民
活
動
な
ど
へ
の
助
成
金
と
考
え
ら
れ
る
。

事
業
規
模
別
の
助
成
財
団
と
助
成
額
の
関

係
を
見
る
と
、
事
業
費
５
億
円
以
上
の
上
位

12
の
助
成
財
団
で
全
体
の
助
成
金
額
の
44
％

を
助
成
し
て
お
り
、
一
方
、
年
間
事
業
費
２

５
０
０
万
円
未
満
の
財
団
は
、
財
団
数
で
全

体
の
54
％
で
あ
る
が
助
成
金
額
に
占
め
る
割

合
は
わ
ず
か
９
％
に
し
か
過
ぎ
ず
、
大
型
財

団
が
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
（
図
３
）。

助
成
金
額
、
資
産
総
額
の
ベ
ス
ト
10
を
表

に
示
し
た
（
表
１
、
２
）。
助
成
金
額
の
上
位

に
は
奨
学
系
の
財
団
が
目
立
つ
。
資
産
総
額

は
簿
価
で
表
示
し
た
金
額
だ
が
、
06
年
度
決

算
か
ら
新
公
益
法
人
会
計
基
準
が
適
用
さ

れ
、
時
価
で
表
示
さ
れ
れ
ば
、
株
式
保
有
が

主
要
資
産
で
あ
る
財
団
も
多
い
の
で
、
順
位

が
大
き
く
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

先
に
述
べ
た
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
夫
妻
の
財
団

の
年
間
助
成
金
額
は
１
３
５
０
億
円
で
全
米

で
も
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位
で
あ
り
、
そ
の
半
分

以
下
の
５
６
０
億
円
で
第
２
位
の
フ
ォ
ー
ド

財
団
が
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の

助
成
財
団
は
全
財
団
が
束
に
な
っ
て
や
っ
と

フ
ォ
ー
ド
財
団
に
匹
敵
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

今
般
の
民
法
改
正
で
は
公
益
法
人
制
度
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
主
務
官
庁
の
許
可
に
よ
る
設
立
か
ら
、
税

制
上
の
恩
典
を
受
け
る
た
め
に
は
内
閣
府
に

対
す
る
公
益
認
定
申
請
は
残
る
も
の
の
、
会

社
設
立
と
同
様
、
助
成
財
団
も
設
立
登
記
の

手
続
き
を
す
る
だ
け
で
自
由
に
設
立
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
改
正
に
よ
り
助
成
財
団

の
運
営
が
よ
り
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
と
と
も
に
、
新
し
く
助
成
財
団
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
る
企
業
や
個
人
も
増
加
し

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
関
係
者
一
同
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。a
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表１　年間助成金額　上位10財団
2004 年度決算（単位：億円）

財団名 年間助成額 資産総額
1 大阪府育英会 104.15 48.29 

2 車両競技公益資金記念財団 27.14 194.03 

3 ロータリー米山記念奨学会 15.40 78.80 

4 中央競馬馬主社会福祉財団 14.17 73.28

5 上原記念生命科学財団 9.69 63.48 

6 日本腎臓財団 9.34 11.13 

7 鹿児島県育英財団 6.98 5.00 

8 長寿科学振興財団 6.72 50.19 

9 平和中島財団 6.47 525.06 

10 交流協会 6.32 2.23

表２　資産総額 上位10財団
2004 年度決算（単位：億円）

財団名 資産総額 年間助成額
1 笹川平和財団 814.40 3.50 

2 稲盛財団 655.47 2.00 

3 平和中島財団 525.06 6.47

4 微生物化学研究会 392.58 0.06 

5 河川環境管理財団 310.36 4.92

6 トヨタ財団 300.96 3.65 

7 田口福寿会 284.66 2.05 

8 電通育英会 205.34 2.10 

9 住友財団 199.71 3.46 

10 三菱財団 197.78 4.59


